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地上部の葉だけにな
ると区別がとても難
しい。ニラには特有の
ニラ臭がする。

毒 スイセン（ラッパズイセン） 食 ニラ

園芸植物として栽培されることが多く、ニホンスイセンは冬に，ラッパズイセ
ンやキズイセンは春に花を咲かせる。
誤って食べると30分以内に吐き気、嘔吐、下痢、頭痛などの症状を起こす。また、
植物の汁が皮膚に触れると接触性皮膚炎を起こす。
3～5月頃に葉をニラと間違えることが多く、その誤食による食中毒の発生が近
年急増している。そのため家庭菜園や畑でニラの近くには植えないこと。
葉がスイセンに似ているオオマツユキソウ（別名：スノーフレーク）やヒガンバ
ナも、ニラと間違えることがある。
また、スイセンには大きな球根（鱗茎）があり、タマネギと間違うこともある。

スイセン（ヒガンバナ科スイセン属）毒

左：スイセン、右：ニラ

毒 キダチチョウセンアサガオ 食 オクラ

オクラの実キダチチョウセンアサガオの
つぼみ

オクラ果実には種子がたくさん
詰まっているが、チョウセンアサ
ガオ、キダチチョウセンアサガオ
のつぼみに種子はない。

高さ1 ～ 1.5 mほどに成長し，夏から秋にかけてロート状の花を上
向きに咲かせる。

園芸植物として栽培されており、一般家庭でもよく見かける。高さ2m以
上にもなる中高木であり、下向きに黄色や橙、白、桃色などのロート状の
花を咲かせる。

誤ってチョウセンアサガオやキダチチョウセンアサガオの根やつぼみを
食べると30分程度で瞳孔散大、口渇、倦怠感、ふらつきや麻痺、意識
混濁などの症状を起こす。
根をゴボウと間違えることが多いため、同じ場所や近くで栽培しないよ
うにすること。
他に、つぼみをオクラ、葉をモロヘイヤ、種子をゴマと間違えた事例も
ある。

別名：エンジェルストランペット

キダチチョウセンアサガオ
（ナス科ブルグマンシア属：以前はチョウセンアサガオ属に
含まれていたが、現在は別属とされている）

毒

別名：曼陀羅華（マンダラゲ）

チョウセンアサガオ
（ナス科チョウセンアサガオ属）

毒

キダチチョウセンアサガオの根

ゴボウ

☆チョウセンアサガオと
キダチチョウセンアサガオは、
根をゴボウと間違えた
食中毒が多いよ。

毒 バイケイソウ 食 タチギボウシ

バイケイソウは日本各地の低地から高山帯の林内の
湿地、コバイケイソウは本州中部以北の亜高山帯に
生えている。
誤って食べると30分～1時間程度で吐き気、嘔吐、手
足のしびれ、脱力感、血圧低下などの症状を起こす。
4～5月頃の山菜採りで、新芽をギボウシ類やギョウ
ジャニンニクと間違えることが多い。

バイケイソウ、コバイケイソウ
（シュロソウ科シュロソウ属）

毒

バイケイソウは葉脈が
並行だが、ギボウシ類
は主脈から側脈が出
ている。

食
ギョウジャニンニク

毒
バイケイソウ

葉脈が平行

葉脈

主脈

側脈

ギョウジャニンニクは
根もとに赤紫色の皮
（ハカマ）があり、強い
ニンニク臭がする。

園芸植物として栽培され、春に20～30cmほどの葉を出すが、6月頃に葉は枯れ
て、秋になると地上から花茎のみをつきだして可愛い花を咲かせる。
誤って葉や球根を食べると吐き気、嘔吐、腹痛、下痢などを起こし、重症になる
と臓器障害をおこし、死亡することもある。
4～6月頃に若葉をギョウジャニンニクと間違えることが多いため、家庭菜園や
畑の近くでは栽培しないようにすること。
他に、球根をタマネギやジャガイモと間違えた事例もある。

毒 イヌサフラン 食 ギョウジャニンニク

別名：コルチカム
イヌサフラン（イヌサフラン科イヌサフラン属）毒

絶対に
食べないでね。

参考資料

私たちの身の回りにある植物の中には有毒な成分を含むものがあ
ります。それら有毒な植物の中には、山菜や野菜などの食べられ
る植物と見た目がそっくりなものがあり、区別するのが難しいも
のもたくさんあります。そのため、誤って有毒
な植物を採って食べたことによる食中毒が毎年
発生しています。
よくわからない植物は絶対に採ったり食べたり
しないようにしましょう。


